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・正答率は 21.6％で、全問題中最も低く、全国平均

よりも 3.3ポイント低い。 

・誤答については、テープを切って開く前の角であ

ることに着目できておらず、「60°」と誤って記述

している児童が、35.8％（全国 33.3％）である。

また、正三角形をつくることに着目できておら

ず、「40°」と記述している児童が、14.4％（全国

13.6％）である。 

【出題の趣旨】 正三角形の意味や性質について理解しているかどうかをみる。 

２ 

２ 小学校「算数」 
⑴ 問題番号２(3) ＜正答率が低く、その正答率が全国よりも低い問題＞ 

学習指導要領における領域・内容：３学年 Ｂ図形(1)ア(ア) ５学年 Ｂ図形(1)ア(イ) 
評価の観点：知識・技能  問題形式：短答式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 目的の図形をつくるための操作の見通しを立てることができるようにする 
  目的の図形をつくるために、どのような操作をすればよいか、図形の意味や性質を基に、見

通しを立てることができるようにすることが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

 ・実際に正三角形や頂角の大きさが 120°の二等辺三角形をつくる活動等を取り入れる。そ

の際、上の図のようにテープを折ってⒶの角の大きさを 20°等にして切ってできた直角三

角形を切り開くと、頂角の大きさがそれぞれ何度になるのかを考えることができるように

する。 

・角の大きさを予想した上で、テープを切って開いてできた二等辺三角形の頂角の大きさは、

Ⓐの角の大きさの２倍になるのではないかということに気付き、正三角形をつくるために

は、頂角の大きさを 60°の半分の 30°にすればよいという見通しを立てることができる

ようにする。 

 

学習指導上の留意点 

正答 

３０ 

学習指導上の留意点 
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・正答率は、57.0％で、全国平均より 0.8ポイント高

い。 

・無解答率が全問題中、12.8％(全国 13.8％）と最も

高い。また、複数のグラフを比べるところを、５年

生と６年生を合わせたグラフの「１日」にのみ着目

して、５年生と６年生の合計の人数を答えるなどの

誤答があった。 

【出題の趣旨】 示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わせたグラフを読み、見い

だした違いを言葉と数を用いて記述できるかどうかをみる。 

⑵ 問題番号４(3) ＜正答率が低く、無解答率が高い問題＞ 

学習指導要領における領域・内容：３学年 Ⅾデータの活用(1)ア(イ)イ(ア) 
評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 複数のグラフを比べ、見いだしたことを表現できるようにする 

  目的に応じて分類整理された複数のグラフを比べ、見いだしたことを、他者に分かりやすく

表現できるようにすることが重要である。 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

・一つのグラフの部分と部分や、複数のグラフを比べ、同じところや似ているところ、少し

違うところや大きく違うところを見いだすことができるようにする。 

・グラフから特徴や傾向を捉えたり、考察したりしたことを、グラフのどの部分からそのよ

うに考えたのかを明らかにして、他者に分かりやすく説明できるようにする。 

。 

 

学習指導上の留意点 

４   

 

<正答の条件> 

次の①、②の全てを

書いている。  

① 30 分以上の運動を

した日数が「１日」の

人数について、６年

生のグラフでは、２

番目に多いことを表

す言葉と数 

② 30 分以上の運動を

した日数が「１日」の

人数について、５年

生と６年生を合わせ

たグラフでは、１番

目に多いことを表す

言葉と数 

正答例 

 ６年生のグラフでは「１日」の人数が２番目に多く、５年生と

６年生を合わせたグラフでは「１日」の人数が１番目に多いです。 
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・正答率は 46.4％であり、全国より 0.4ポイント

高いが、全問題中３番目に低い。 

・誤答については、30％について 10人を基準量と

したとき、それに対する比較量を捉えることは

できているが、100人を基準量としたとき、それ

に対する比較量を捉えることはできていない児

童が、17.1％（全国 17.2％）である。 

 

【出題の趣旨】 百分率で表された割合について理解しているかどうかをみる。 

４(1) 

⑶ 問題番号４(1) ＜正答率が低い問題＞ 

 学習指導要領における領域・内容：５学年 Ｃ変化と関係(3)ア(イ) 
評価の観点：知識・技能  問題形式：選択式 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 百分率で表された割合について理解できるようにする 

  日常生活の場面において百分率で表された割合について、具体的な数量の関係に基づいて理

解できるようにすることが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

・百分率を求めるためには、問題場面から基準量と比較量を正しく捉え、（比較量)÷(基準

量）で割合を求めることができるようにすること、及び基準量を 100として、それに対す

る割合で表す方法が百分率であることを理解できるようにする。 

・例えば、100％が１(倍)と等しく、50％が 0.5(倍)、1％が 0.01(倍)と等しいことなどを数

直線上で確認する活動を取り入れ、百分率(％)と割合を表す小数の関係を捉えられるよう

にするなど、基準量と比較量の関係を図や数直線等に表す活動を取り入れる。 

・割合に関連する内容は、「Ａ数と計算」の領域等にも含まれている。第２学年以降の倍の意

味の学習、整数倍の学習や小数倍の学習において、基にする量の何倍というような考えが

できるようにして、基準量を意識できるようにする。 

学習指導上の留意点 

正答 
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